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物語による教育実践
―夜間中学の授業への参加を通して―
1. はじめに
地球規模で人・モノ・情報の流れが加速し、
日本社会の多文化化が進んでいる。外国籍・外
国出身の子どもが急増してきだ！）。教室で多様
な文化的背景を持つ他者と出会うことが日常化
してきた。異質な他者との出会いは、様々な衝
突・懃藤を引き起こす。例えば、中国出身の子
どもは、来日後の経験を次のように述べている(2)0
私が中国残留婦人の孫として日本に来た
のは小学校二年生のときです。当時、文化
や言葉の全く異なる日本に来て、戸惑って
いる私を受け入れてくれる小学校はありま
せんでした。一年が過ぎ、やっと学校へ行
けるようになり、喜んでいた私を待ってい
たのは、違いを認めない社会であり、さま
ざまないじめでした。何かあるごとに私に
浴びせられる言葉、私が意味もわからず、
初めて党えた日本語は「ばか」という言葉
でした。
筆者の勤務校であったA高校にも、中国出身
の生徒か在籍していた。その生徒たちは、「中
国帰国生徒」と呼ばれる中国残留邦人の孫たち
である。「中国帰国生徒」は、中国で生まれ育
ち、 10歳前後に来日した子どもたちである。彼
（彼女）たちのなかには、上記の中国出身の子
どもと似た経験を持つ生徒もいる。林（仮称）
は、小学校での体験を次のように語っている(3)。
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あるB、学校に仔くと私の教科書がなく
なってい妥した。放裸後、必死巧紫してい
たら、ぼろばろの教科界が俎てぎたんです。
教察のごみ箱のなかから。
林は、祖母が中国残留婦人であった。林は、
中国吉林省長春付近の農村で生まれ、 13歳で来
日するまでその村で育った。林は、来日時のこ
とを次のように述べている凡
1998年、私と家族は「中国残留孤児」と
して日本にやって来ました。私はずっと日
本で新しい人生が始められると思っていま
した。しかし、私は失望しました。日本に
来てからは、新しい生活などというものと
はほど遠く、度重なる悲劇の連続でした。
（中略）時間が経つにつれて、少し日本語
がわかるようになり、彼ら（日本人の子ど
もたち）が私に話しかけてくれっているの
ではなくて、私の悪口を言っていることに
気づきました。言葉のできない私にとり、
それは大変悲しい出来事でした。私は泣き
ました。それ以来私は笑わなくなり、毎日
空が見えない井戸のなかで暮らしているよ
うでした。
林は、日本語を習得する以上に日本人の子ど
もたちとの関係に苦労した。林は、小学校では
「親友」と呼べる友だちはいなかった。中学進
学後、親しい友人もできたが、林にとって小学
校での体験は、深い「心の傷」となった。林は、
A高校進学後、筆者が顧間をしていた国際交流
研究会というサークルに入った。本稿では、こ
の国際交流研究会の活動としてのB夜間中学と
の交流実践を紹介する。高校生とB夜間中学の
生徒と交流で、どのような学びがあったのかを
考察していきたい。
2. 夜間中学という学びの場
夜間中学は、戦後の識字教育の一端を担って
きた。夜間中学は、「文字を奪われた人々」が
自らの学びを取り戻す場である。 B夜間中学は、
1979年に自主夜間中学として始まっだ5)。当時
B夜間中学では、在日コリアン 1世、被差別部
落出身者、中国帰国者等が学んでいた。 1990年
代以降、生徒の構成は、日本人との国際結婚の
配偶者、日系 2・3世ブラジル人等、多国籍
化・多文化化が進んだ。ここ数年、生徒の年齢
は 10代~70代、生徒の国籍は日本・韓国・中
国・ブラジル等であり、日本人生徒は全体の約
2割で少数派である。このように多文化化が進
むB夜間中学の教育方針は、次のように述べら
れている(6)。
夜間中学はいろいろと立場の違う人たち
がいることで、その人たちのもつ文化が集
まっているところです。文字を学ぶことが
できず、長い間生きてきた人たちは、いろ
いろな工夫をして生き抜く知恵をたくさん
持っています。また、いろいろな国の人た
ちがいるので、食べ物や着る物や生活の様
子などさまざまな文化を知ることができま
す。夜間中学で学ぶ人たちはお互いの考え
ていることを理解し合うことができ、豊か
になることができます。このようにB夜間
中学は「多文化共生」の場をめざしていま
す。
写真 1 多言語での挨拶を紹介する教室掲示
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B夜間中学は、月 1回公開授粟を実施してい
る。この公開授業では、参加者が「教師」とし
て一対ーで夜間中学生に教えるという体験をす
る。筆者は、 2004年初め、 B夜間中学の公開授
業に参加した。夜間中学の授業は、筆者にとっ
ても印象深いものだった。夜間中学では、筆者
がそれまで経験した授業とは違う形式の授業が
実践されていたのである。
B夜間中学には、現在80名ほどの生徒が在籍
している。実際に授業を受けているのは、その
半数の生徒である。全学年で4クラスあり、第
二言語としての日本語学習を中心としたクラス
が1クラス、漢字の読み書き等の識字学習を中
心としたクラスが3クラスある。授業は、原則
として生徒のニーズに合わせている。授業では、
算数・理科・社会等の基礎的な内容も学習する。
授業は、少人数クラス (1クラス10名以内）で
行われ、教師と生徒とのコミュニケーションを
大切にしている。
教室は、机が「コの字」型に並べられ、教師
がいつでも生徒の質間に答えるという形式をと
っている。個々の生徒の学習段階に応じ個別カ
リキュラムが作られ、生徒は自分のペースで学
習を進めていく。授業中は、生徒が自由に教師
に質問し、教師がその質問に応えていくという
形で進んでいく。教室では、教師もときには学
ぶ人となる。教師は、生徒が語る様々な人生の
物語に出会い、「生き抜く知恵」を学ぶ。例え
ば、夜間中学の教師である柴田（仮称）は、筆
者に次のように語っている(7)。
疫嘉仰学の生従ざんは、いろんなことを
読ってくれ妥す。そこには様々な人生があ
り妥す。文字を知らなかったばかりに編ざ
れ、旱いことを経験しをとか、教税書に巖
っていない人の生ぎ様があるんです。
柴田の言うように、夜間中学の教室では教師、
生徒という枠組みを超えた関係がある。教室で
は「教科書に載っていない人の生き様」との出
会いがあるのである。
写真2 対面型で行う夜間中学の授業風景
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3. 高校生と夜間中学生との交流
筆者は、夜間中学の授業にA高校の生徒を参
加させたいと考えた。生徒たちに「教科書に載
っていない人の生き様」に出会う機会を作ろう
とした。筆者は、国際交流研究会の部員たちに
B夜間中学の公開授業への参加を勧めた。 3年
生の林とクラスメイトの木村（仮称）は、 B夜
間中学の公開授業に参加した。林は、従兄弟が
B夜間中学で学んでいたこともあり、夜間中学
という学びの場に関心を持っていた。林たちは、
その後卒粟までの約 1年間、月に一度の公開授
業に参加した。筆者は、林たちが参加した授業
の教室に入り、授業の様子を参与観察した。参
与観察した記録は、フィールドノートとして詳
細に記録していくことを心がけた。
林と木村は、在日コリアン 1世の金（仮称）
と朴（仮称）の「教師」として教えることにな
った。林たちは、最初は戸惑い緊張していた様
子であったが、何度か公開授業に参加するうち
に夜間中学生と親しくなっていった。金と朴は、
1940年代に朝鮮半島から日本に移り住んだ80代
の女性である。金と朴は、 B夜間中学で学び始
めて 9年になる。彼女たちは、日本の学校で学
ぶ機会を逸し、 70歳を過ぎてB夜間中学で再び
学び始めたのだった。朴は、初めて林たちに会
ったとき、次のように語っていだ8)。
勉強難しいわ。書いてい書いてるなかな
か覚えられへん。若いとぎに学校行かれへ
んかっだし、漢字知らんかっだら援するこ
とるようけあったで。 70遇ぎて勉強するの
はしんどいことかあるけど、ここでいろん
なことを学べんのはほん丈に突しいんや
ゎ。
林と木村は、金と朴に国語の授業として、中
学1年の教科害の読解や漠字の読み書きを教え
た。授業は、度々金や朴の会話によって中断す
ることがあった。しかし、林たちは、金や朴と
の会話を通し、彼女たちとの親交を深めていっ
たようである。ある日、筆者が参観した授業で
は、次のような会話があっだ9)0
（盆）先生い〈つや．？
（木村~ 私は1i炭です。
（命） 1i歳か。若いな。そんなとぎ 6あ
ったな。ずっと芹のことやけどな。
内） 私6昔のことやから。でる忘れら
れへん。
偉） 私り覚えてるで。その年 {17,歳）
で嫁にいったんやで。
（淋） ふ給婚したんですか。
偉） そうやで、 H本に釆たんや。芳労
したわ。戦争で、 fifるなくて、ばん
妥にfifにりなかったな。笈うので糖
一杯ゃ。
（朴） そうや。大変やってんで。あんた
ら、知らんやろうけど。でる、私ら
は忘れられへん。
（木柑） そういえば、私のおばあちゃん
6そんな謡をしてい戻した。私が
小さいとぎですけど。るっと闊い
とけばよかった。るう、おばあち
ゃんは亡くなってし妥ったんです。
偉） そうやろ。戦争は忘れてはあかん
のや。
（木柑） そうですよね。忘れてはいけな
い。
ぽ切 ああ、で6、花嫁戎裳着たかった
な。あんたら鬼てたら、思い閏すわ。
言葉ふようわからへんで。
（淋） B卒羅難しかったですか。
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（盆） そら、しんどかったな。あんたは
／肪歳でB衣に釆たんゃ。
（淋） 10戯です。晟籾は、ぜ‘んぜんB衣
説がわからなくて。
偉） 10歳。あんだる、ぎっとしんどか
っだんやな。
憤） しんどいっていうか。梅しかった。
なんで、私だけって。
(;f) 芳労したんや。でるな、あんだの
お母さん、お父さんらしんどかっだ
んやで。
（淋） でる、私はお父さんやあ液さんに
腹が立ったんです。なぜ‘、 B衣に連
れてぎだのかって。
B夜間中学の公開授業への参加後、 A高校で
国際交流研究会のミーティングを実施し、林と
木村に夜間中学での体験について語ってもらっ
た。以下は、そのミーティングでの会話である(10)0
｛筆者） 木ガさん、淋ざん、伎闊牛学で
の経験でf]象深かっだことを謡し
て〈れる？
（木方） 盆さんや杯さんの謡で、戦争の
謡がf/jてぎて、ぷばあさんの謡を
似い仕見たとぎ。戦争って教税脅
にふ俎てくるけど、い妥いちピン
とけえへんかっだ。なんか勉人算
やったけど、釜さん、朴さんみた
いに実際に体験した人の謡は霊い
というか。
（淋fj;) 私る、おばあさんか残謡姻人やっ
たから、哀で戦争の活を勿四か闊い
てる。戦争は人の人生を変えるって
いうげど、私のおばあさんい戦争で
人生か変わった。
写真3 高校生と夜間中学生の授業風景
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（僅者） 木柑さん6淋さんり察でおばあ
さんから戦争のとぎの謡を廟いて
いたわけやね。
（木柑） 私のおばあさんは、戦争で貧ベ
る物が蕪くなって大変やったって
雷ってたけど、盆さんが朝鮮から
B衣に来て、朝鮮に似れなくなっ
て、そしてH本で芳労して生ぎて
ぎたって后を閉いたとぎは、ほん
妥［私ってlifにり知らへんかった
なJってつくづく恩った。体験し
た人の諧を闊くって大切やと恩う。
（杖） そうやで。他の牛には、教科芹に
書いてないことるいっぱいあると思
うし。それと、わたしは命さんの体
験を闊いて、私ふ崩にしんどかった
体験か‘あるけど、私のお父さん、お
母さんらそうやっだんやって改めて
思った。 B卒説がわからんへんでし
んどかったのは、私だけやないんや
って、忍った。
4. 物語の生成における他者の意義
「自分がいかなる者であり、どこから来てど
こへ行くのか」、人はこのような問いを自分に
投げかけ、自分の物語を生成していく。鳶野
(2003)によれば、人は物語る存在なのである見
物語ること、物語の生成とは、ある出来事を、
その始まりから終わりに至る時間の流れに沿っ
て筋立てつつ意味づけていくことである(12)。し
かし、物語を生成するには、自らの経験を語る
ことが必要である。毛利が言うように、自らの
経験を語ることで、人生における連続感と意味
が与えられていく (13)。やまだ (2000)は、物語
の生成が人生の複数の出来事を結びつけて筋立
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てる行為であり、語り手と聞き手による相互行
為、共同生成されるプロセスであるとする(14)0 
物語の生成には「語る者」と「語られる者」が
いる。人が他者に人生の記憶を語るとき、その
人の記憶が物語を生成し、物語がその人の記憶
の解釈を変えていく。物語の生成は、他者とと
もに再構築していく営みといえる。人は、自ら
の物語を生成していくとき、他者の存在の大切
さに気づく。人が人生を再構築できるのは、他
者の存在があるからである。
高校生が夜間中学生と出会ったとき、そこに
はどのような物語が生成されていったのだろう
か。金が自らの人生の記憶、「そんなときもあ
ったな」と17歳の自分を想起したのは、 10代の
林と木村に出会ったからである。「ほんまに何
にもなかったな。食うので精一杯や」と語る金、
「大変やってんで」と語る朴、二人はそれぞれ
人生の記憶を振り返り再構成する。このときま
では、金と朴が「語る者」であり、林と木村は
「語られる者」である。このように、夜間中学
生徒が「語る者」であり、その語りを聞く者が
「語られる者」となる場面は、夜間中学の教室
でよく見受けられる。例えば、朴は、林たちに
出会ったときも「若いときに学校行かれへんか
ったし、漢字知らんかったら損することもよう
けあった」と語っている。
しかし、この後、林の「日本語難しかったで
すか」という問いかけから、「語る者」と「語
られる者」という位償づけが変わっていく。林
は、「しんどいっていうか。悔しかった。なん
で、私だけって」と自らの人生の記憶を語り出
す。筆者は、林が「お父さんやお母さんに腹が
立ったんです。なぜ、日本に連れてきたのかっ
て」と語ったことに驚かされた。林は、来日後
の学校での体験を語ることはあっても、両親の
ことを語ったことがなかったからである。木村
も、この林の言築には驚いた様子だった。木村
は、後日、筆者に次のように語っている(15)0 
淋さんからあんなことを闊いて、ばん妥
びっくりしたんです。ふだんファッション
や音哭~の謡とかするけど、哀族のことをあ
ん丈り謡しなかったし、はじめて闊いたん
です。私、彼女のことばん丈に知らんかっ
たんやって想い戻しだ。
林は、金や朴という他者の語りがきっかけで、
自らを語り始めた。他者の語りは、それを聞く
人の意識に何らかの働きかけをする。他者の語
りにより、自らの人生の複数の出来事が結びつ
き、意味づけられていく。他者の語りから自分
の物語が新たに紡ぎ出され、自己の人生の解釈
を変えていくのである。林は、金や朴との出会
いを次のように語っている巳
佼加牛学で念さんや朴さんと閏玲って、
考え方が少し変わったように思う。 B衣の
学校でいじめられた経験が弦烈で、今妥で
片分はr差別されているJって忽っていた。
それでいろんなところで訪らしたけど、い
っ6浮い気捲ちになってし妥う。片分か経
験したことを忘れることはでぎないけれど、
それをどこかで乗り超えていかないと、崩
に進丈ないように思えてぎだ。
林の語りは、木村が初めて聞く林の「被抑圧
者」としての語りであった。林の語りは、「被
抑圧者」としての「声」である。その「声」は、
社会の権力関係のなかで押しつぶされてしまう
こともある。自分が「傍観者」であれば、「被
抑圧者」の「声」は聞こえない。木村は、その
「声」に気づかなかったことを知る。様々な
「他者」の物語に出会うことが、自分が気づか
なかった「声」に耳を傾けるきっかけとなる。
「語る者」、「語られる者」という関係は固定
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したものではない。「語る者」＝「被抑圧者」、
「語られる者」＝「抑圧者」という関係では、
「語られる者」は沈黙せざるをえない。「語る
者」が「語られる者」となるとき、「語る者」
は、自らの新たな物語を生成することができる。
林は、「被抑圧者」として「語る者」であった
が、金や朴という他者の物語と出会うことで、
「語られる者」としての体験をする。この体験
が林の新しい物語を生成していくきっかけとな
ったのである。
5. おわりに
林は、卒業前の作文で次のように述べている(17)0 
前に、私は作文で自分のことを井戸にた
とえたことがあります。井戸の底は永遠に
真っ暗だから。でも、私は今、以前の辛か
ったこと、悲しかったことを少しずつ忘れ
るようになってきています。自分だけが辛
かったとは思わなくなりました。（中略）
高校で過ごした間、私は自分自身の夢と理
想を探しあてました。私は高校を卒業した
ら、大学に進学しようと思います。日本語
の教師になりたいからです。けれども、大
学を卒業し、日本に残ろうとは思いません。
中国に帰ります。中国で日本語教師をしな
がら、日本で学んだことを全部中国の子ど
もたちに伝えたいと思います。そして、彼
らにもっと日本のことを理解してもらいた
いのです。
鳶野によれば、人にとって生きることは、生
きることを物語ることであり、物語られる人生
を生きることである ~8)。人生の物語は、「自分
がいかなる者であり、どこから来てどこへ行く
のか」を語ることでもある。林は、金や朴とい
う他者と出会うことで、自らの新たな物語を生
成していこうとしている。やまだ (2004)によ
れば、人は、他者と本来的にかかわらなければ
生きられない存在である(19)。自己は他者と切り
離された「個人」としては捉えられず、自己は
他者に媒介され、他者を抱握した存在として捉
えられる。他者との出会いは、ときには様々な
衝突• 葛藤を引き起こすこともある。しかし、
他者との出会いによって、人は、新たな物語を
語りだすことができる。物語の多様性は、様々
な他者との出会いから生まれるのである。子ど
もたちが豊かな人生の物語を紡ぐために、他者
との出会いを作る教育実践が求められている。
注
(1) 公立学校に南米・アジア諸国出身の「ニュ
ーカマー」と呼ばれる新来外国人の子ど
もが急増している事実がある。
(2) 『月刊高校教育』 10月増刊号， 2000,p. 185, 
明治図書
(3) この語りは、林が入学後、筆者や他の教師
に語ってくれた内容の一部である。
(4) 全国在日外国人教育研究協議会編『これか
らの外国人教育2005』2005,p. 134 
(5) 天理市立北中学校夜間学級編『あかりが見
えた道一天理の夜間中学からJ,2005 
(6) 前掲(5)
(7) この語りは、 2004年4月に筆者がB夜間中
学を訪問し、教員にインタビューした記
録に基づいている。
(8) この会話は、 2004年4月に筆者がB夜間中
学の授業を観察したときの記録に基づい
ている。
(9) この会話は、 2004年9月に筆者がB夜間中
学の授業を観察したときの記録に基づい
ている。
(10) 国際交流研究会のミーティングは、 2004年
12月に実施された。この会話は、このミ
ーティグでの記録に基づいている。
(1) 鳶野克已「生の冒険としての語り一物語の
もう一つの扉」矢野智司・鳶野克巳編『物
語の臨界一「物語ること」の教育学』 2003,
Pp. 183~211, 世織書房
(12) 前掲(1)
(13) 毛利猛「教師のための物語学ー教育へのナ
ラティブ・アプローチ」矢野智司・鳶野
克巳編『物語の臨界一「物語ること」の教
育学』 2003,Pp. 29~53, 世織書房
(14) やまだようこ「人生を物語ることの意味一
ライフストーリーの心理学」やまだよう
こ編『人生を物語る一生成のライフスト
リーー 」 2000,Pp. 1~38, ミネルヴァ書
房
(15) この語りは、 2004年12月の国際交流研究会
のミーティング後の会話の記録に基づい
ている。
(16) この語りは、 2005年2月の国際交流研究会
のミーティングでの記録に基づいている。
(17) この作文は、林が卒業前に書いた非公刊の
作文を、本人の了承をもとに掲載した。
(18) 前掲(1)
(19) やまだようこ「語りの反復における自己と
他者の声ーバフチンの対話と小津安二郎
の共存的ナラティブ」臨床教育人間学会
編 臨床教育人間学 l『他者に臨む知J
2004, Pp. 1so~21s. 世織書房
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